
 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東一小だより 
２ 月 号 

令和５年１月３１日発行 

大田区立東調布第一小学校 

学校長 鳥居 洋子 
https://www.ota-

school.ed.jp/higashichoufudai1-
es/guide/index.html 

作品展に向けて 
副校長 和田 正典 

 

日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力をいただ

き誠にありがとうございます。 

先日、開催しました「校内書写展」には多数の保護

者の皆様にご鑑賞いただき、感謝申し上げます。 

さて、今月は「作品展」を実施します。次年度から

は、「東一ギャラリー」（展覧会）と「東一ステージ」

を隔年で行うことから、今年度は移行期であることを

踏まえ「作品展」とし、児童の作品を廊下や家庭科室

に展示します。日程等につきましては、学校からのお

知らせをご覧ください。 

児童は、この作品展に向けてたくさんの人に見ても

らう作品を完成度の高いものにしようと真剣に取り

組んできました。作品の完成度はもちろん大切なこと

かもしれませんが、それと同じくらいその過程が重要

だと考えます。図画工作に集中し、没頭している児童

に活動後にいろいろとインタビューを試みると、溢れ

んばかりの作品への思いや気持ち、工夫した点や難し

かったところなどを話してくれます。保護者の皆様に

おかれましても、ぜひ、作品展をご鑑賞いただき、お

子様から様々な作品作りまでの道のりを聞いていた

だければと思います。 

報道では、新型コロナウイウルス感染症も一つの大

きな転換期を迎えようとしているようです。学校では

その他感染症も含め、引き続き、「大田区立学校にお

ける新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」に

基づき、感染予防対策に取り組みながら教育活動を行

ってまいります。今後とも本校の教育活動に、ご理解

とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

  

道徳授業地区公開講座 
 道徳教育担当 

 

２月１８日(土)に、学校公開・道徳授業地区公開

講座が実施されます。当日は、全学級が、２時間目、

３時間目で道徳授業を公開します。各学級での道徳

授業の公開に加えて、４時間目には大田区教育委員

会統括指導課指導主事 中治謙一先生より、道徳教

育についてお話いただく予定です。 

道徳科では、道徳的諸価値についての理解を基

に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、

自己の生き方についての考えを深める学習を通し

て、道徳性を養うことを目標としています。各学級

では子供たちの学習意欲が高まるよう、アンケート

を導入したり、ICT 機器を活用したりするなど様々

な工夫を行っています。 

道徳教育は学校だけでなく、家庭、地域が三位一

体となり連携することで、子供たちの心は育ってい

きます。ぜひ、授業が終わった後お子さんにどんな

授業だったのか聞いていただき、ご家庭でも子供た

ちの道徳性が高まるようご協力いただければ幸い

です。 

これからも本校の道徳教育にご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。 

 

みんなで協力しよう 
 生活指導部 菅原 一花 

 

これまでに運動会、東一ステージ、東一フェステ

ィバルなどの色々な行事がありました。 

行事を通して児童は何を学んできたのでしょう。

達成感や頑張ることの大切さ、一人ではなくクラ

ス、学年との協力、集団で行うことで見えてくるも

のなど学校生活において色々なことを学んできま

した。 

授業の中でも一人で答えを出すのではなく、友達

の意見や考えを聞いて答えにたどりつくことが多

くあります。今まで多くのことを学び、無意識に「協

力」をしたり思いやったりして様々なことを成し遂

げてきました。そんな力をもつ東一小の子共たちは

素晴らしいと思います。 

２月は「みんなで協力しよう」が生活目標となっ

ています。意識して取り組んでいけるように教職員

一同協力し、日々の生活から指導していきたいと思

います。 

～病気休暇のお知らせ～ 

第５学年１組 桑山 めぐみ 主任教諭が体調不良によ

り、１月１３日より病気休暇を取得しております。 

１月２３日から３月２４日まで ２学期より本校で講

師をしておりました 古川 隼人 教諭が担任を務めて

おります。よろしくお願いします。 



 

 

 
                    

1 水 区教研のため４時間授業 

2 木 
縦割り班活動（２・３・５年）  
作品展準備（６年） 
五組は区教研のため４時間授業 

3 金 読書活動 
4 土  
5 日  

6 月 
放送朝会  
避難訓練（地震）委員会活動 

7 火 
安全指導 クラブ発表会① 
新１年生保護者会 

8 水 
研究授業 
（１年２組・五組２のへやは５時間授業） 

9 木 児童集会 クラブ発表会② 
10 金 読書活動 クラブ発表会③ 代表委員会 
11 土 建国記念日 
12 日  

13 月 

放送朝会（１・３・５年） 
お話朝会（２・４・６年） 
クラブ活動 東一作品展始め 
（３年クラブ見学のため６時間授業） 

14 火 
体育朝会（高） 区漢字検定  
音楽朝会（２・３・４年） 

15 水 区漢字検定予備日 
16 木 音楽朝会（１・５・６年） 
17 金 読書活動 

18 土 
学校公開 東一作品展終り 
土曜補習 道徳授業地区公開講座 

19 日  

20 月 
放送朝会（２・４・６年） 
お話朝会（１・３・５年） クラブ活動  
作品展片付け（５年） 

21 火 
体育朝会（中） 挨拶運動（６年） 
ICTタイム（低・高） 
鯛飯づくり（６年４組） 

22 水  
23 木 天皇誕生日 

24 金 
読書活動 縦割り班活動事前（６年） 
遠足（五組） 鯛飯づくり（６年２組） 

25 土  
26 日  
27 月 放送朝会 生命尊重週間始 

28 火 
体育朝会（低） ICTタイム（中） 
６年生を送る会 
保護者会（３・６年・五組） 

 

１年生だより 
 １年３組担任 松村 拓樹 

 
１年生の生活科では、年間を通して「とういちわくわ

くなかよしたい」という学習をしています。身近な自然
を使って工夫して遊ぶ活動です。夏には水遊びやシャボ
ン玉遊び、秋にはどんぐりや松ぼっくりを使って遊びま
した。どのように遊ぶとより楽しくなるか、身近な材料
を使ってどんなことができるかなど、子供たちなりに工
夫をしながら学習してきました。 

３学期には、冬の遊びとして昔遊びをしています。竹
うま・竹とんぼ・羽つき・こま・あやとり・だるま落と
し・けん玉・おはじき・お手玉・カルタ・福笑いなど、
普段あまりやったことがない遊びを体験しています。初
めて挑戦するとうまくできない遊びも多く、「難しいか
らやれない。」「できないからもういやだ。」とつぶやく子
もいます。それでも体験しながら子供たちには笑顔が溢
れ、できなくても楽しいという気持ちが伝わってきま
す。このような体験は、学校で友達と一緒に学べる良さ
の一つだと感じます。 

２年生になるまであと２か月。子供たちには、これか
らも友達と学べる楽しさを感じ、これまで培ってきた力
をさらに伸ばしていけるように過ごしてほしいです。 

 

２月の行事予定 

専科だより 
図工専科 長谷部 雅美 

 
本校では、３年生から６年生までの音楽・図工、５、

６年生の家庭科は専科教員が授業を受け持ちます。どの
教科も子供たちは意欲的に取り組み、それぞれの学習を
積み重ねています。 
 ２学期は図工で、東一作品展の制作をしました。４年
生・６年生は平面作品、３年生・５年生は立体作品に取
り組みました。どの学年も頑張って作品を仕上げまし
た。３年生は、「ゆめで見た動物」を作りました。自分の
夢で見たような、実在しない動物をお面に表しました。
４年生は、「ふしぎな種から・・・」に取り組みました。
自分で作った種から、どんな植物が生え、どんな花が咲
き、どんな実が実ったのでしょうか。５年生は、「未来の
わたし」を作りました。１０年後から２０年後の自分を
想像して作りました。６年生は、「名前でアート」を描き
ました。自分の名前をアルファベットで書き、周りには
好きな色を塗ったり、テーマに合う模様を描きました。 
 「東一作品展」では、一人一人の個性が光る作品をお
楽しみください。 
 

研究だより 
研究推進委員会 松本 真廣 

 
今年度、大田区のＩＣＴ教育推進授業モデル実施校としてＩＣＴを活用した授業作りをテーマに研究を進め

てきました。今年度も１～６年生、五組と専科の計８回の研究授業を行いました。更には、日々の授業でＩＣ
Ｔを活用した授業実践事例集を作成し大田区の先生方に活用してもらうための取組も行ってきました。今後
は、それぞれの分科会で１年間の研究のまとめを行います。研究授業での成果と課題を分析し、学校全体で協
議し次年度以降に生かしていきます。 
一人一台タブレットが貸与され、日々の授業の中でどのようにＩＣＴを活用していけば子供たちが意欲的に

取り組むのか、また、これまでの研究で培った対話を通した学び合いを取り入れた授業作りをするためにどの
場面で有効なのかなど分科会それぞれが何度も話し合い研究を深めてきました。そして、教員自身もＩＣＴを
活用した授業作りを進めるために研修会をしながらＩＣＴスキルを高めてきました。１年間のまとめを教職員
全体でしっかりと共有し今後の授業改善につなげていきます。 


